
1.　回答者について

大学 関係者（教職員） 14

自治体関係者 6

企業・団体関係者 3

一般市民 0

大学生・大学院生 0
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2.本情報交換会全般について

（1）本情報交換会を知ったきっかけ（複数回答可）

大学コンソーシアム大阪からの案内 13

所属先からの案内 7

チラシ 5

大学コンソーシアム大阪HP（SNS含） 2

asagao-ML 2

大学コンソーシアム大阪のSNS（Twitter、
Instagram等）

0

その他 2

【その他】

大阪府からの情報提供、木曽氏からの紹介

（2）参加理由（複数回答可）

テーマに関心があったため 17

自身の業務に必要なため 11

事例を知りたかったため 8

オンラインでの開催だったため 8

登壇者または発表内容に関心があったため 6

上司・所属先からの勧め 3

（3）事例発表について

とても参考になった 15

参考になった 8

あまり参考にならなかった 0

参考にならなかった 0
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2021年度　地域連携　情報交換会
「新しい地域連携の取り組みと今後に向けて－コロナ禍から得た知恵と工夫を今後に生かすためにー」

参加者アンケート集計結果

回答者数23名/参加者数33名　回収率69.7％
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上記回答理由

（4）パネルディスカッションについて

とても参考になった 12

参考になった 10

あまり参考にならなかった 0

参考にならなかった 1

23

上記回答理由

さまざまな分野での工夫した取り組みについて、実際に取り組んだ人から直接話をきくことができたため。（他4件）

大阪成蹊大学池田先生の活動報告は大学に勤務する者にとって参考になった。

大阪成蹊大学産官学連携センター様の「学部・学科ごとの専門に応じた実社会の問題をテーマとした課題解決型の学修」は非常に
効果的な取組みだと思う。センターが自治体からの依頼をスポットで受けると、単に自治体とセンター間での地域貢献になりがちで、
大学全体で自治体とタッグを組み、学生に参加してもらうことでより効果的な地域貢献に繋がるのではないかと考える。

池田先生の地域事業活動について、大学で実施している内容がよくわかり、勉強になった。

茨木市での活動報告が大変参考になった。

木曽様のIBAR　EATSでは個人で運営されることのメリットがわかった。

地域連携コーディネートする上でたくさんの収穫があったため。

様々な立場の視点から話しが聴けて参考になった。（他4件）

具体的な事例や、問題に対するご意見を聞くことができたから。

自主自立の必要性を感じた。

多様な地域活動支援を知ることができた。

発表者ごとに地域とのつながり方の違いがあり、それぞれの手法が参考となったため。

多様な地域活動支援を知ることができた。

いろいろな立場で地域と関わりを持ち、連携を進めてこられたことがよくわかった。

大阪市内の事例であったため。

担当して6ヶ月の若輩ですので勉強になった。

今後の活動に役立つ内容だったため。

参考となる部分が多かった。

いろんな角度からお話をお聞きできたから。

近藤様の公民連携については、区役所での取り組みがよくわかった。

パネリスト同士で質問している内容が自分たちが抱えている問題と同じでためになった。

仕事で途中退場したため、残念ながら参考にならなかった。

地域での活動支援に対する考え方・関わり方を多角的に知ることができた。

地域への係わり方の姿勢が熱量となっていることが実感できたため。

深く聞けて良かった。

外部組織との関係をもつ運営はどの業界にも必要なことなので参考になった。

率直な質問や回答を聞くことができ、とても参考になった。

お互いが抱えるジレンマについて再考させられた。

産官学の連携も含めて、基本から人脈等のコツをお伺いできた。

地域と学生を単に結びつけるだけではなく、自分とは違う物の考え方がたくさんあることを気づかせる結果となったことがよいと思っ
た。

報告者の本音トークを聴くことができた。

東京から大阪に直接出向くことはたいへんだが、時間のない時でもオンラインであれば参加することができる。「東京は?」 と振って
いただき意見交換もできたので、うれしく思った。

学校、民間企業との連携について課題があるため。

地域貢献の方法にはいろいろな手法があること知ることができた。

地域連携コーディネートする上でたくさんの収穫があったため。

地域連携のポイントが見えたため。

52.2%43.5%

4.3%

パネルディスカッションについて

とても参考になった

参考になった

参考にならなかった



（5）本情報交換会全般の満足度について

満足 13

概ね満足 10

満足できない点があった 0

不満 0
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上記回答理由

（6）本情報交換会全般についての意見、感想等

久先生の進行や内容説明等がわかりやすく良かった。（他1件）

自分自身、活発に意見交換できた。

いろいろな考え方や情報を知ることができた。

新たな視点からの意見等を聞けたから。

内容が実践的で、とても勉強になりました。

地域、行政、大学それぞれの立場での考え方や取り組みからスタートしながら、最終的には違う立場の人たちへの理解に結びつい
ていっていることがよくわかった。

地域との結びつき方は大学、企業、行政それぞれ違いますが、全部参考になることでした。本学で同じことができるかといえば、難し
いこともあると思いましたが、参考にさせていただきたいと思います。

20分ずつの講演で、最後のディスカッションがあり、タイムテーブルも大変良かったです。次回も視聴させていただきます。

引続き、継続していただきたいです。

事例の中でウーバーイーツの事業のコピーをしたようなものがあったのが、問題がないのか少し気になりました。テーマは興味深
かったです。情報共有会は今後ますます必要性が高まると思います。

コロナ禍のため、オンライン開催ではあったが、パワーポイントや資料も見やすく、オンラインでの開催も大変有意義なものに感じ
た。

ネットを通じた情報共有は時代のニーズに沿ったものだと思う。

まちづくりについては地域との関わり方を模索しながらもなかなか地域の側で受け入れてもらえないこともあり、今日の情報交換会
は非常に心強いものを感じました。オンラインでなければ、こうした場に参加する機会はなかったと思います。また、このような機会
を作っていただくこと、願っております。
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43.5%

満足度について
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